
                         

■同時発表先：島根県政記者会、松江市政記者クラブ、出雲市政記者クラブ、 
出雲ケーブルビジョン 

報道機関、地域の皆様へお知らせ  
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豪雨災害を振り返り、今何をすべきか考える 
～「平成１８年７月豪雨災害から１０年シンポジウム」を開催します～ 

 

 今から10年前、平成18年7月に島根県東部を記録的な豪雨が襲いました。近年

でも関東・東北豪雨による鬼怒川の堤防決壊など、全国各地で甚大な豪雨災害

が頻発しています。 

今後、気候変動の影響も懸念される中、「施設では守りきれない大洪水は必

ず発生する」という考えに立ち、被害を最小限にするための備えを行う必要が

あります。 

この度、平成18年7月豪雨災害を振り返り、今何をすべきか、行政、地域が一

緒に考えるきっかけの場として、以下のとおりシンポジウムを開催致します。 

  

■日時：平成28年7月18日（月・祝）14:00～16:00（開場13:00～）※入場無料 

■場所：くにびきメッセ 国際会議場（松江市学園南1-2-1） 

■主催：斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 

    （松江市、出雲市、雲南市、島根県、国土交通省出雲河川事務所、 

国土交通省松江国道事務所、松江地方気象台） 

 

※シンポジウムの詳細は別添チラシをご覧下さい。 

 

 

＜問い合わせ先＞  
国土交通省中国地方整備局 出雲河川事務所 ０８５３－２０－１７６１ 

【担当】 副所長（技術） 西尾
に し お

 正博
まさひろ

 

     計画課長    山本
やまもと

 浩之
ひろゆき

（窓口） 
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